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概 要 外国にルーツをもつ子どもたちの学習支援教室では、ボランティアに教えてもらい

ながら勉強した。交流会では、先輩の体験談を聞いて勉強や進路について話した。

子どもサポーター養成講座は子どもの状況や指導方法を学んだ。検討会は事業の検

討と情報交換をした。 

 

 事業の詳細 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 検討会 全 4 回 

① 事業説明、情報共有、学習支援教室開催方法、子どもサポータ

ー養成講座の開催等に関する協議 

② 学習支援教室の実施状況の報告、情報共有、9 月以降の学習支

援教室開催方法、子どもサポーター養成講座の開催、進路ガイ

ダンス等に関する協議 

③ 子どもサポーター養成講座、学習支援教室の実施状況の報告、

情報共有、12-2 月学習支援教室開催方法、進路ガイダンス等

に関する協議 

④ 学習支援教室の実施状況、外国にルーツをもつ子どもと先輩の

交流会（進路ガイダンス）の報告、事業のまとめ、情報共有 

（２） 学習支援教室 全 32 回 

  学校の教科書やワーク、高校入試の課題などを持参し、ボランティ

アや大学生に聞き勉強した。受験時期には、面接練習を行った。学

習者の希望に合わせるため、主にマンツーマン形式で実施した。 

（３）子どもサポーター養成講座「外国にルーツをもつ子どもの学習支

援ボランティア養成講座」 全 2 日間 

一日目①外国にルーツをもつ人の話を聞いてみよう１ 

～出雲で育った子どもの話とボランティアの話～ 

② 外国にルーツをもつ人の話をきいてみよう！２ 

～日本と外国の学校の違いって？保護者の視点から～ 

③ 島根県における外国にルーツをもつ子どもたちの状況 

④ 出雲市における外国にルーツをもつ子どもたちの状況 

⑤ 日本語指導員に聞く！支援の現状と支援の方法１ 

二日目① 外国にルーツをもつ子どものメンタルヘルス 

② 日本語指導員に聞く！支援の現状と支援の方法２ 

（４）外国ルーツの子どもと先輩の交流会（キャリアガイダンス） 

  外国にルーツをもつ先輩の話を聞いて少人数で話すことに焦点を絞

り、交流会として実施した。前半で先輩の二人から体験談を聞き、

後半は全員で話した。 

 

 事業のポイント 

事業の背景・目的 

◇島根県の日本語指導が必要な児童生

徒数は平成 25 年度の 66 人から３倍に

増加している。島根県が令和元年に実施

した外国人住民アンケート調査による

と、一定数の保護者は子どもの学習や進

学について心配している。 

このような状況を踏まえ、外国にルーツ

をもつ子どもの中学生及び学齢超過で

来日した子どもを対象に、学習支援等を

実施し、外国にルーツをもつ子どものキ

ャリア形成に寄与する。 

◇日本語指導が必要な児童生徒は、県内

で最も外国人住民数が多い出雲市に集

中しており、出雲市によると令和 4 年度

出雲市で日本語指導を受けている中学

生は 48 人である。 

夜間中学校や子どもたちを対象とした

日本語学校はなく、外国にルーツをもつ

子どもの高校進学支援は、ボランティア

団体など限られている。 



 

 

事業実施における工夫点・事業の成果等 

外国にルーツをもつ子どもの支援に関係する団体である 

子どもサポートプロジェクト代表、ボランティアグル 

ープ代表・外国にルーツをもつ子どもの保護者、日本 

語指導者、出雲市教育委員会、出雲市文化国際室、 

島根県教育委員会、島根大学教育学部講師をメンバー 

とし検討会を開催し、事業内容や実施方法を検討し、 

情報を交換した 

 

１．検討会 

参加人数 

第１回：１０人（うち事務局４人） 

第２回： ９人（うち事務局４人） 

第３回：１１人（うち事務局５人） 

第４回：１０人（うち事務局４人） 

２．学習支援教室 

参加人数 

・学習者：１１人（延べ１１４人） 

・ボランティア：１２人（延べ９６人） 

・大学生： ５人（延べ１９人） 

３．子どもサポーター養成講座 

（１）１日目 

参加人数：２１人 

アンケート評価：満足度４．６ 

（とてもよかった５－よくなかった１） 

（２）２日目 

参加人数：２３人 

アンケート評価：満足度４．３ 

（とてもよかった５－よくなかった１） 

４．外国ルーツの子どもと先輩の交流会 

参加人数：外国にルーツをもつ子ども３人 

外国にルーツをもつ先輩２人、支援関係者３人 

アンケート評価：満

足度４．７ 

（とてもよかった５

－よくなかった１） 

 

 

今後の課題・（コロナ禍の状況を踏まえた）将来に向けての展望等 

学習者の参加人数は、想定した定員まで増えなかった。

会場を出雲市内 2 か所でローテーションしたことによ

り、片方の会場にしか参加できない子どもがいたため、

参加しやすいような会場方法を検討したい。さらに県内

の他地域でも教室に参加できるよう体制を充実させた

い。 

保護者への広報を積極的に行うとともに、検討会での意

見を参考に、学習の様子を見学する教室参観の日や学校 

や勉強のことを相談でき

る日を設定するなど保護

者とのつながりづくりを

考えたい。 

 

 

 

 
事業担当者のふりかえり 

・連携を図ったボランティアグループの支援により、学習支援教室の学習者が高校に進学でき大変うれしい

結果となった。連携を充実させるとともに、当事業でも学習支援教室以外の部分のフォローを考えたい。 

・学習者の参加が安定せず、ボランティアに負担をかけることが少なくなかった。教室の実施方法は、安定

した運営ができるように随時見直していきたい。 

外国にルーツをもつ子どもと先輩の交流会 

学習支援教室（会場の様子） 

子どもサポーター養成講座（オンライン） 

学習支援教室（学習の様子） 


